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人
は
経
済
地
理
か
ら
ど
れ
く
ら
い
束
縛
さ
れ
る
の
か
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
論
文
は
、
な
ぜ
大
都
市
に
お
い
て
賃

金
が
高
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
説
明
し
得
る
よ
う
な
仮

説
群
を
整
理
し
、
果
た
し
て
ど
れ
が
実
証
的
根
拠
を
持

つ
の
か
を
ス
ペ
イ
ン
を
対
象
に
明
ら
か
に
す
る
。

　

本
論
文
で
は
労
働
者
の
個
人
属
性
と
は
元
々
の
資
質

と
経
験
の
和
で
あ
り
、
働
い
て
い
る
都
市
の
規
模
が
違

う
と
、
得
ら
れ
る
経
験
が
異
な
る
と
考
え
る
。
経
験
は

個
人
属
性
で
あ
り
な
が
ら
、
都
市
の
規
模
に
影
響
を
受

け
る
。
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
文
は
都
市

規
模
が
労
働
者
の
人
生
を
ど
れ
く
ら
い
左
右
す
る
か
と

い
っ
た
問
い
に
答
え
る
。

　

首
位
都
市
へ
の
集
中
度
が
高
く
、
都
市
化
率
の
低
い

途
上
国
・
新
興
国
に
対
し
、
本
論
文
の
結
果
を
そ
の
ま

ま
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
極
端
な
都
市

構
造
を
持
つ
国
々
の
労
働
者
を
考
え
る
う
え
で
、
本
論

文
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
多
い
。

●
伝
統
的
で
重
要
な
問
い

　

本
論
文
は
ま
ず
都
市
規
模
が
仮
に
二
倍
大
き
く
な
る

と
賃
金
が
何
％
大
き
く
な
る
か
、
と
い
う
問
い
か
ら
出

発
し
た
。
こ
の
問
い
を
説
明
す
る
仮
説
は
三
つ
考
え
ら

れ
る
。
第
一
の
仮
説
は
、
大
都
市
で
賃
金
が
高
い
の
は
、

集
積
の
経
済
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
生
産
性
効
果
か
ら
生

じ
て
い
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
仮
説
か
ら
は
、
労
働
者

は
都
市
全
体
に
及
ぶ
生
産
性
上
昇
効
果
を
享
受
で
き
る

た
め
、
小
都
市
よ
り
も
中
都
市
に
、
中
都
市
よ
り
も
大

都
市
に
移
住
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
が
高
く
な

る
、
と
い
う
予
測
が
得
ら
れ
る
。

　

第
二
の
仮
説
は
、
大
都
市
で
の
賃
金
の
高
さ
が
生
じ

て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
賃
金
獲
得
能
力
の
高
い
労
働

者
が
大
都
市
に
向
か
っ
て
移
動
し
た
結
果
で
あ
る
と
い

う
選
択
効
果
（
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
か
ら
生
じ
て
い
る
と

い
う
も
の
。
こ
の
仮
説
は
、
小
都
市
と
大
都
市
を
比
べ

た
時
、
労
働
者
に
固
有
の
賃
金
獲
得
能
力
の
分
布
に
違

い
が
あ
り
、
大
都
市
に
お
い
て
平
均
値
が
大
き
く
、
分

布
の
右
裾
が
厚
く
、
左
裾
が
薄
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

第
三
の
仮
説
は
新
し
い
。
小
都
市
に
比
べ
て
大
都
市

の
賃
金
が
高
い
の
は
、
大
都
市
で
は
経
験
を
積
む
こ
と

の
収
益
が
大
き
い
と
い
う
経
験
効
果
か
ら
生
じ
て
い
る

と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
新
仮
説
は
強
烈
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

賃
金
獲
得
能
力
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
都
市

で
就
業
経
験
年
数
を
積
み
重
ね
た
者
は
、
小
都
市
で
経

験
を
積
み
重
ね
た
者
よ
り
も
賃
金
が
大
き
く
上
昇
す
る

こ
と
を
予
測
し
て
い
る
か
ら
だ
。
更
に
、
こ
の
新
仮
説

は
大
都
市
で
蓄
積
さ
れ
た
経
験
効
果
は
大
都
市
を
離
れ

た
と
し
て
も
持
続
し
、
過
去
の
大
都
市
で
の
経
験
が
現

在
の
賃
金
に
説
明
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
も
予
測
す
る
。

●
研
究
の
材
料
と
方
法

　

研
究
の
細
部
を
み
て
い
こ
う
。
本
論
文
の
新
規
性
は

大
都
市
に
お
け
る
経
験
効
果
仮
説
を
初
め
て
説
得
的
に

検
証
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程

は
長
い
。
既
存
研
究
も
労
働
者
を
追
跡
す
る
パ
ネ
ル
デ

ー
タ
を
用
い
て
、
都
市
の
賃
金
プ
レ
ミ
ア
ム
を
場
所
・

空
間
で
説
明
し
よ
う
と
い
う
生
産
性
効
果
仮
説
と
、
労

働
者
の
個
人
属
性
の
説
明
力
の
二
つ
に
分
け
る
と
こ
ろ

ま
で
は
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
よ
う
に

個
人
属
性
の
経
験
部
分
に
は
都
市
の
影
響
も
あ
る
の
だ
、

と
考
え
る
と
、
先
行
研
究
で
の
分
解
で
は
不
十
分
だ
。

従
来
の
研
究
ま
で
は
、
都
市
の
影
響
と
個
人
属
性
に
よ

る
影
響
を
切
り
分
け
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
が
、
本

論
文
は
そ
こ
か
ら
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
労
働
者
の

個
人
属
性
に
関
係
す
る
選
択
効
果
仮
説
と
経
験
効
果
仮

大都市が労働者を有能にするか
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説
と
を
切
り
分
け
て
検
証
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
仮
説
が
持
つ
意
味
合

い
は
全
く
異
な
る
た
め
、
切
り
分
け
る
こ
と
は
重
要
だ
。

本
論
文
の
標
本
は
一
九
六
二
年
以
降
に
生
ま
れ
、
二
〇

〇
四
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
二
月
ま
で
に
働
い
た

こ
と
の
あ
る
男
性
労
働
者
約
一
五
万
七
〇
〇
〇
人
の
社

会
保
障
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
を
毎
月
毎
年
追

跡
し
、
月
次
で
合
計
す
る
と
約
六
二
六
万
の
巨
大
な
パ

ネ
ル
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
は
各
労
働
者
の

就
業
事
業
所
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
事

業
所
の
所
在
地
を
得
て
、
所
在
地
か
ら
一
〇
キ
ロ
圏
内

に
含
ま
れ
る
全
自
治
体
の
総
人
口
を
都
市
規
模
と
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
に
は
各
就
業
事
業
所
で
の
勤
続
年
数
、
業

種
、
職
種
、
引
越
先
の
都
市
、
事
業
所
の
情
報
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
で
は
賃
金
は
主
と
し
て
次
の
三
つ
の
変
数
か

ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
就
業
都
市
固
有

の
生
産
性
効
果
。
こ
れ
は
労
働
者
が
こ
れ
ま
で
就
業
し

て
き
た
七
六
の
都
市
圏
ダ
ミ
ー
変
数
の
係
数
推
定
値
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
。
第
二
に
、
労
働
者
固

有
の
賃
金
獲
得
能
力
。
こ
れ
は
時
間
を
通
じ
て
変
化
し

な
い
も
の
と
想
定
し
て
お
り
、
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
か
ら
残

差
と
し
て
推
定
す
る
。
最
後
に
、
あ
る
特
定
の
就
業
都

市
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
た
経
験
効
果
と
、

過
去
の
経
験
を
全
て
足
し
た
も
の
。
こ
の
変
数
の
説
明

力
こ
そ
が
、
本
論
文
で
最
も
検
出
し
た
い
も
の
だ
。

●
何
が
新
し
い
発
見
か

　

ま
ず
は
、
第
一
の
都
市
固
有
の
生
産
性
効
果
の
み
を

考
察
す
る
た
め
、
基
本
的
な
個
人
属
性
で
あ
る
、
過
去

の
労
働
市
場
年
数
、
勤
続
年
数
、
職
種
、
業
種
、
学
歴

を
考
慮
し
つ
つ
、
最
小
自
乗
法
を
用
い
て
賃
金
を
都
市

圏
ダ
ミ
ー
変
数
に
回
帰
し
た
。
こ
の
結
果
、
仮
に
都
市

規
模
が
二
倍
に
な
る
と
、
賃
金
は
五
％
上
昇
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
て
い
る

基
本
的
な
個
人
属
性
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
最
大
都
市

マ
ド
リ
ッ
ド
で
就
業
す
る
労
働
者
は
、
最
小
都
市
で
就

業
す
る
労
働
者
よ
り
も
約
一
八
％
賃
金
が
高
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
都
市
規
模
は
賃
金
を
説
明
す
る
う
え

で
、
非
常
に
重
要
な
指
標
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
都
市
規
模
に
加
え
て
、
第
二
の
説
明
変
数
で
あ

る
労
働
者
固
有
の
賃
金
獲
得
能
力
も
考
慮
し
た
。
こ
の

時
、
都
市
規
模
の
効
果
と
さ
れ
て
い
た
も
の
は
約
二
・

四
％
と
、
こ
れ
ま
で
の
約
半
分
程
度
に
な
る
。
こ
れ
は

労
働
者
固
有
の
能
力
に
吸
収
さ
れ
た
た
め
だ
。
し
か
し

な
が
ら
第
三
の
説
明
変
数
で
あ
る
大
都
市
で
の
就
業
経

験
年
数
を
明
示
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
労
働
者
固
有
の
賃

金
獲
得
能
力
の
説
明
力
は
小
さ
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
過
去
の
就
業
都
市
の
履
歴
情
報
を
使
い
、

各
都
市
で
の
就
業
経
験
年
数
を
考
慮
し
て
賃
金
関
数
を

推
定
し
た
と
こ
ろ
、
首
位
都
市
・
第
二
位
都
市
（
マ
ド

リ
ッ
ド
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
で
就
業
し
た
経
験
を
持
つ
者

は
、
同
じ
年
数
を
よ
り
小
さ
な
規
模
の
都
市
で
就
業
し

た
経
験
を
持
つ
者
よ
り
も
三
・
一
％
、
平
均
し
て
賃
金

が
高
い
。
一
方
、
小
都
市
か
ら
、
上
位
二
都
市
に
バ
レ

ン
シ
ア
、
セ
ビ
リ
ア
、
サ
ラ
ゴ
サ
を
加
え
た
上
位
五
都

市
圏
に
向
か
っ
て
移
動
し
、
五
大
都
市
圏
で
一
年
間
経

験
を
積
ん
だ
者
は
、
小
都
市
で
就
業
し
た
ま
ま
の
労
働

者
よ
り
も
〇
・
六
％
賃
金
が
高
い
。

　

こ
の
都
市
規
模
の
効
果
は
一
年
、
二
年
と
い
っ
た
短

期
的
な
も
の
よ
り
も
、
中
期
的
に
こ
そ
重
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
各
都
市
で
の
平
均
就
業
年
数

が
約
七
・
七
年
な
の
で
、
こ
の
年
数
で
賃
金
関
数
を
評

価
し
た
時
、
都
市
規
模
が
二
倍
に
な
る
と
、
賃
金
が
五

％
上
昇
す
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
規
模
の
違
い
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
生
産
性
効
果
と
経
験
年
数
効
果
の
影

響
が
大
き
く
な
る
。
こ
の
結
果
は
操
作
変
数
と
し
て
一

〇
〇
年
以
上
前
の
各
都
市
の
人
口
や
、
都
市
の
土
壌
の

質
、
地
形
、
ロ
ー
マ
時
代
の
道
路
の
分
布
な
ど
を
用
い

た
操
作
変
数
推
定
で
も
支
持
さ
れ
た
。

　

大
都
市
で
の
就
業
経
験
年
数
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
労
働
者
固
有
の
賃
金
獲
得
能
力
の
説
明
力
は
相

対
的
に
小
さ
く
な
る
。
本
論
文
は
小
都
市
で
も
大
都
市

で
あ
っ
て
も
個
人
固
有
の
賃
金
獲
得
能
力
に
差
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
と
主
張
し
、
選
択
効
果
仮
説
を
明
確
に

否
定
し
た
。
つ
ま
り
、
大
都
市
に
生
じ
て
い
る
賃
金
プ

レ
ミ
ア
ム
の
内
、
労
働
者
個
人
に
関
係
す
る
も
の
は
経

験
効
果
仮
説
の
み
で
あ
る
と
の
主
張
だ
。
こ
の
主
張
は

都
市
で
の
就
業
経
験
年
数
を
考
慮
し
た
時
に
は
、
労
働

者
固
有
の
能
力
の
分
布
に
都
市
規
模
間
の
差
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
正
当
化
で
き
る
。
た
だ
し
、

大
都
市
で
の
就
業
経
験
を
よ
り
賃
金
に
反
映
さ
せ
や
す

い
の
は
、
労
働
者
に
固
有
の
能
力
が
高
い
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

●
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

大
都
市
と
小
都
市
の
間
に
は
、
労
働
者
固
有
の
能
力

分
布
に
差
は
な
く
、
元
々
有
能
な
労
働
者
が
大
都
市
に

多
い
と
い
う
事
実
は
な
い
。
本
論
文
の
重
要
な
功
績
は
、

賃
金
獲
得
能
力
に
富
ん
だ
有
能
な
労
働
者
ば
か
り
が
大

都
市
に
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
大
都
市
が
時
間
を
か
け

て
労
働
者
を
有
能
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
だ
。

今
後
の
課
題
は
、
ど
の
種
類
の
集
積
の
経
済
が
労
働
者

を
有
能
に
す
る
の
か
と
い
う
経
路
の
特
定
と
、
労
働
者

の
都
市
選
択
と
の
相
互
作
用
の
解
明
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ど
の
程
度
の
都
市
規
模
に
至
れ
ば
労
働
市
場
の
厚
み
か

ら
得
ら
れ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
効
果
や
知
識
波
及
効
果
が
創

発
さ
れ
や
す
い
の
か
、
反
対
に
混
雑
や
移
住
の
制
約
が

生
ま
れ
や
す
い
の
か
と
い
う
問
題
の
解
明
も
重
要
だ
。

（
ま
ち
き
た　

と
も
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

経
済

統
合
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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